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家畜市場の現状と問題点※

細　野一誠　之（農林経済学研究室）

　　　　　　　　　Seiji　HOSONO

On曲e　Actua1Con砒t1on　of　the　Lwestock　Mlarket

　　　　　　　I　序　　．　読

　市場という言葉は一般に三つの意味をもってい乱ま

ず第一は具体的市場rc㎝crete　market）であって，例

えぱ青果市場⑧家畜市場⑧中央卸売市場等のように一定

の場所において取引者が多数集って商晶売買を行う具体

的な組織で，いわぱ「目に見える市場」であ孔第二は

抽象的市場（abstract　market）で，具体的な組織をい

うのではなく例えぱ金融市場⑧小麦世界市場などのよう

に単に需給の相会する場をいうのである。そして両者は

相互に関連があり，具体的市場は抽象的市場の影響下に

あるのである。第三に市場は販路（out1et）と同意昧に’

用いられ商晶の需要側を一方的に強調して云うのであ
（1）

る。

　て．象蓄　市場
　家畜市場はいうまでもなく具体的市場であって，家畜

飼養頭数の増加に伴い生成してきた市場（いちは）で特

に牛馬の現物売買を行う組織である。

　その沿革は極めて古く大化改新当時にまでさかのぽる

ことができるが，徳川時代特に中期以後の牛馬飼養頭数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
の増加に伴い各地に多数設立されるに至ったのであ孔

　このような長い産吏をもつ家畜市場におげる家畜取引

は伝続的な独特な方法（前近代的な取引方法特に袖の下

取引）によっセ行われていた。しかし明治以後になり和

牛の商晶化の進展に伴い伝続的取引の近代化⑧合理化に

対する農業者側の要求が高まり，和牛生産県の一部例え

ぱ鳥取県では明治38年憤駒せり売規則が公布され，遂に

明治43隼家畜市場法が制定されるに至ったのである。同

法は昭和23年占領軍の指令により廃止され，それ以後は

一応，法的規制はなくなり自由取引となったが，特に牛

馬生産飼養頭数の多い各県においては家畜市場条例その

他関係法規が制定されることになり市場取引が規制され

ていたのである。このような法制的規制が行われたが，

家畜取引は依然最も流通合理化の遅れた部門としてとり

残されていたのである。しかし遂に昭和31年6月家畜取

※卒部省科学試験研究費補助金（No．400ア4）による調査研究の一部で

ある。

引法が制定され，家畜市場を申心とする取引近代化の施
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
策が強力に推進されるに至ったのである。

　2　問題に対する接近方法

　さて市場においセは，需要と供給が会合することによ

って価格形成と商晶流通と1いう二っの機能が遂行される

ことはいうまでもない。そこで家畜市場の問題を取扱う

場合も，市場におげる価格形成の機能を重視するか，或

は商晶の流通を中心として考察するかの二つの接近方法

がある。そして流通論の立場からの研究テーマとしては

（1）流通段階別の市場組織と市場類型，（2）流通担当者，（3）

市場の機能と取引の様式，（4）市場組織と価格形成の関

係，（5）流通組織の合理化と協同組合活動等をとりあぐべ
　　　　（4）
ぎであろう。本稿においてはこのような商晶流通組織と

しての市場の観点から家畜市場の実態を概観し走いと思

う。

　筆者は昭和29年から32年までの間において中国地方の

各県におげる家畜市場の実態調査を行い，同時に九州地

方各県の市場に対して郵送法による調査を行ろたので，

これらの調査資料を中心として和牛を扱う家畜市場の組

織運営面の実態を述ぺ，特に市場組織がどのように近代

化㌧合理化され，どこに問題点即ち非合理的な点が残さ

れているかについて触れ，最後に家畜取引法の施行たよ

って申国地方の家畜市場におげる取引の近代化納合理化

一の過程がいかに進行しつつあるか述ぺてみたいと思う。

　　　皿　和牛流通における家蓄市場の地位

　一般に農産物の杜会的流通においては原初的生産者か

ら最終的消費者に至る農産物の流通過程において，生産

地紬集散地⑧消費地等の各段階毎に具体的市場が開設さ

れているわげで，このことは和牛についても全く同じで

ある。ただ和牛は生畜であり役利用という特殊な用途を

もち最終段階において食肉として利用されているので，

その流通組織は他の農産物に此ぺて極めて複雑になって

いる。

　ここでは和牛の流通径路⑧流通の各段階において，家
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畜市場がどのような役割を果しているか述ぺておこう。

　1　和牛の象蓄市場

　先ず出生した仔牛は，申国⑧九州その他の主要な和牛

生産地帯では必ず一度は産地せり市場に出場させて販売

または評価を受げるように県条例或は県の指導，農協の
　　　　　　　　　　　　（5）
規程等により定められている。例えば昭和27年当時県条

例によってこのようないわゆる仔牛の強制出場を規定し

ている県は三重⑧鳥取⑧島根⑧岡山⑧広島⑧徳島⑧佐賀

長崎⑧大分⑧宮崎の諸県であって，山口⑧兵庫の二県は

畜産農協連のせり売規程によって組合員農家に出場を義

務づげている。しかしこのような規制にもかかわらず中

国地方の山間の一部では無籍の出生仔牛が家畜商とやみ

取引により販売されているのは注目すべぎである。しか

しこのような強制出場は厩先におげる仔牛の前近代的取

引をなくして，せり売による公正な市場敢引を行わしめ

ている点流通合理化に役立つものといえよう。

　要するに和牛は出生後必ず一度惇産地せり市場を経由

するのであるが，それ以後の流通（育成後の取引）は各

段階毎に必ずしも常に家畜市場を経て取引されるもので

はなく，あるものは家畜商が農家から買い，それをその

まふ直接に農家へ販売し，転々として農家の間を巡り

（その間市場で売買されることもあるが）ラ遂には老魔

牛としてそのまま肉用に，或は肥育後屠殺されるという

径路をたどるのである。そして流通の最終段階において

は，特に大消費地では屠場と直結した家畜市場において

取引されるのが普通である。

　このように産地せり市場の段階を除いては市場取引以

外の厩先取引（家畜商と農家の庭先におげる直接取引）

が極めて大きな役割をしめていることがわかる。しかし

第1表に示すように市場への和牛の出場頭数（大部分は

和牛）は役畜及び肉畜としてρ需要の著しい増大に伴い．

　　　第1表家畜市場出場頭数の変遷（全国）

不十分で庭先取引慣行は根強く残っているのである。ま

走市場（消費地市場は一応別として）に出場されたもの

は一般に必ずしも全部そこで取引されるものではなく，

最近の調査によると第2表のように成畜は62．6％，仔畜

ではア9．3％だげ市場取引が成立しているのである。

第2表役肉用牛出場頭数及ひ売貝成皿頭数（全国）

成　　　　畜

1入場頭数

昭　27

　　30

3％，ア31

590，662

1成立頭数

268．424

369，937

仔　　　　畜

入場頭数

204．446

498，037

成立頭数

1畷幣（指数／1牛飼養頭数r指数）

明治43 272，％8　（100） 1，124，811　（100）

昭和5 529，735　（194） 1，497，230　（133）

／0 630，421　（231） 1，683，285　（150）

16 837，269　（307） 2，／56，13／（191）

30 ／，098，919　（402） 3，057，600　（271）

170．949

359，／26

（註）本邦農業要覧（昭13），畜産年鑑1957年版より引用

増加し，同時に市場は専門的に分化してきたので市場利

用度は二応高まってき一たものと考えることがでぎよう。

しかしその間飼養頭数も増加しており，またこの続計は

消費地肉牛市場出場頭数を含むからこの数字により農村

の生産集散地での市場取引が増加し庭先取引が減少した

とは結論することはでぎない。むしろ市場取引の発達は1

（註）同上，畜産年鑑／95ア年版　皿262

　なお仔牛について特筆すぺぎは産地せり市場に強制出

場されても販売されないいわゆる「本人どり」及び市場

に出場しない評価の頭数が少なくないのは注目すべぎこ

とである。本人どりはせり市で販売されない仔牛であっ

て農家へひぎ帰った後に家畜商に売る場合が多く，調査

によると特に農家と家畜商との問のいわゆる厩先関係の

強固な地方にはこの傾向（慣行）が強い。次に評価は出

場不可能な場合（県条例によれば疾病その他の理由によ

り）に評価委員（農協職員，技術者或は家畜商）が行う

ものである。従って評価は本未は例外的なもので華るは

ずであるが，地方によりかなり評価頭数の多い場所があ

る。いま筆者の調査によって評価と本人どりの事例を挙

げると第3表のとおりである。即ち岡山県阿哲郡と山口

県大津郡では評価頭数が非常に多く、，また本人どり頭数

も著しく多い。本人どりは需要不足による売れ残りによ

るものもあろうが，それよりもむしろ前に述ぺた家畜商

と農家との厩先関係に注目すぺぎであろう。特に阿哲郡

下で市場出場頭数と評価頭数の比が110．56で評価頭数

が癌大であることは同地方の流通機構の非近代畦を示す

一つの指標といえよう。

　　第3表産地せり市場におげる評価と本人どり

阿哲（岡山）

大津（山口）

鹿足（島根）

出場頭数

2ラ615

3．156

2，028

評価頭数

1．487

　391
　？

計

4．／02

3．547

2，028

出場数の
うち本人
どり

1．130

　862
　192

備考

昭30

昭29

同上

要ヂるにこのように仔牛においてすら全く市場へでな

い評価による頭数或は市場で取引されないものが地方に

よって相当に多いのである。これらは何れも厩先取引に

よって家畜商に売られてゆくのである。

　さて次に成牛については取引の実態は容易に把握しえ

ないが，厩先取引が多く，また市場に出場させても前記
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のように62．6％の取引成立率を示すに過ぎない、しかも　　　共売，購入の利用度も著しく低い。この関係を家畜別に

市場内での取引不成立頭数のうち相当多数は当日そのま　　みると役肉用牛（和牛）と馬は大体同じ傾向であるが，

ま市場外で取引が成立しているものと．推定することがで　　乳牛においては家畜商の利用率が低くなっている。次に

きよう。家畜商間の場外取引は市場開設者が禁止しなが　　申国地方の代表的和牛生産地の島根県におげる調査結果

らもこれを統制することがでぎないのである。また場内　　をみると，上表と大体同じ傾向であるが，仔牛商晶化の

で取引が成立したものについても，取引が相対売買（袖　進んでいる同県では販売先において家畜商は373％，入

の下取引）であるためその取引価格を確実に把握するこ　　手先で家畜商は573％で家畜商の地位が全国平均より低

とは困難で，事実上は取引は全く放任されている状態で　　くなっている。また農民の市場利用率はこれに反して’

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入手先16，2％，販売に。おいて5ア．5％で全国平均より相当

　2　和牛飼養展象の和牛販売先と入亭先について　　　　高いことがわかる。

　次に農家が和牛を購入し或は販売する場合，どの程度　　　このように農家の市場利用率は極めて低いが，その理

家畜市場を利用しているか。二般に戦後家畜市場法の廃　　由は一つには農家と伸介人としての家畜商との関係が密

止以釆市場取引は減少し厩先取引頭数が増加したといわ　　接であること，次に家畜取引が独特な袖の下取引（特に

れているが，次の第4⑧5表にあげる農林省の調査結果　　成牛）・によって行われており，農業者が市場で有利に取

によると大体の傾向を知ることがでぎよう（仔畜優成畜　　引を行うことが難かしいことによるものと思われる。し

の区別は知ることがでぎないが）。即ち販帝購入とも直　　かし最近では農家が取引方法を修得して積極的に市場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
接家斉市場を利用する割合は極めて少なく，家畜商が強　　　（成牛市）に進出している事例も見られるのである。

固な地位を占めている。また農業協同組合等による販景

　　　　　　　　　　　　　　　第4表　　販売先別家畜販売農家数（全国）

役肉用牛
（実数）

（割合）

販売農家

戸　　数

　　　芦
4ろア，806

　　　％
　　／00

家畜市場

を通じて

172．412

　26．5

組合を

通じて

10．815

　／．7

直　接（相手に）
家畜商に1許窪j会社H鎌に

422．／12

　64．8

11．103

　1．7

331

0．1

／，483

　0．2

その他に

38．714

　5．9

（詳）昭28年2月／日，農林省統計調査部．

第5表 自家所有家畜の入手先別件数（全国）

役肉用牛
実　数

割　合

自家所有家、

畜飼養農家
数

2，／0／，168

　　　　％
　　　100

家畜市

場　　で

200．1／8

　　9．5

そ　　　　の　　　　他　　　　で

家畜商から1組合から1禦農奮

1，473．881

　　70．1

68．028

　3．2

200．435

　　9．5

会杜からぽの讐

1．332

　0．1

26．349

　1．3

　　　　（註）昭28．2．1農林省続計調査部

　　　　　　　皿家畜市場の実態

　昭和31年家畜取引法が制定され，市場の整備続合を含

む家畜取引合理化政策は一応制度的には推進されたが，

法律制定の実質的効果は現状では極めて小さいといわれ

ている。然らぱこのような法律を成立せしめた現実の家

畜市場（特にその非合理的前近代的な取引）とはいかな

るものであろうか。ここでは最近特に取引法制定直則に

おげる市場の組織運営の実態を中心として述ぺてみよ

う。そのまえに我国の家畜市場特に和牛生産飼養地の市

場開撃数がどのように変遷してぎたかについて述べてみ

よう。

　1　家蓄市場闘設数の変遷

　わが国の家畜市場は翠耕の普及による役畜の需要増加

と肉食（特に軍需）の普及による肉牛の需要増加により

和牛の商晶化が進展してぎた明治30年代に拡充整傭され

たのである。それ以来その開設数は全国的にみて多少の

増減はあるとはいえ，一応明治38年を100とすれば第6

表のように昭和3年86．5，昭和3／年62の比率を示し

明らかに減少している。しかしその間に家畜（牛馬）飼

養頭数は相当増加しており，牛馬合計で明治ろ8年を100

とすれぱ昭和10年123，同2ア年／48，同31年155で特に牛

の増加は著しく第／表に示すとおりである、このごとは
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第6表 家畜市場開設数の変遷（全国）

常　　設

定　　期

臨　　時

計

明治38

　69
2，108

2，1ア7

大正3

　150
　670
　687
！，50ア

6
　1ア2

　838
　689
1，699

10　　　／4 1昭和・

　230
　954
　524
1，834

　194
　953．

　954
2，／0／

　174
　854
　856
1，883

ア　　　10

　177
　886
1．／43

2，206

　161

　992
1．042

2，200

2ア

1，352

3／

1，350

（註）農林省畜産提要（昭27），本邦農業要覧（昭13）等より引用

昭5 10 15 22 26　　30 3／

東北 145 295 334 456 784 828

関東 132 233 289 363 46ア 503

北陸 1／9 188 259 320 379 393

東山 152 355 473 649 890 954

東海 100 114 143 185 238 262 ．270

近畿 104 112 118 129 140 138

申国 108 117 103 ／23 133 130

四国 1／8 139 132 156 157 ／60

九州 108 118 102 123 144 150

牛馬頭数は増加しているが市場特に零紬市場の整理が進

行しているものと考えることがでぎよう。次に特言己すぺ

ぎことは前述した和牛の需要増加，交通輸送手段の発達

に伴い和牛の流通量は増大し，その流通範囲もまた全国

的地域にまで拡張してきて和牛の家畜市場は専門的に分

化し農村の生産地使役地の市場の外に集散地市場（尾

道），消費地市場（大阪⑧芝浦）を発達せしめたのであ

る。即ち最近／0数年問における東山⑧東北⑳関東⑳北陸

地方の和牛の増加は著しく別表第7表に示すとおりで和

牛は全日本の家畜となったのである。そして申国⑧九州

のみならず関東蝪東北等の和牛導入地帯にも集散地市場

を発生せしめるに至ったのである。

　　　第7表　地区別和牛飼養頭数の変遷（比率）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　828

393

崎では市場が増加しているが，一般に市場開設数の減少

が余り著しくないのはこの地方の流通構造の特殊性を示

すものであろう。

　2。市場關設主体の性格

　先ず家畜市場の開設主体（市場の経営管理者）がどの

ように変遷してぎたか示すと次のとおりである。

　元未家畜市場は家畜商団体又は家畜商と地主豪農によ

る株式会杜によって運営されたものが多かったが，明治

33年産牛馬組合法（大正4年以後は畜産組合法）の制定

以来半官半民（或は官僚的⑧地主的団体）ともいうぺき

この団体によって開設されるものが増加してきたのであ
（7）

る。特に畜産組合は農業者でない家畜商もその組合員と

して正式に加入を認めていたことは注目すべぎことであ

る。いま開設主体の変遷をみると第9表の（1）のように，

戦前は畜産組合経営gものが多くそれに次いで個人経営

が多かったのが特徴である。戦後最近は第9表の（2）のよ

　　　　第9表の（1）市場開設主体（戦前）　（内訳）

＼大正1
　　1ろ

昭和10

市町村

36
3／

30

畜産組合

　792
　889
／，047

農会1宇杜

3
10

73
6ア

11

その他

組合
23

19

個　人

140

113

46

　（註）畜産年鑑1957年版　皿614

　なお市場開設数と和牛飼養頭数の変遷（比率）を申国

及び九州の和牛生産地についてみると第7⑭8表のとお

りであって，一地域的特質がみられ，中国⑧近畿の生産地

では和牛飼養頭数は増加して，しかも市場は整理され減

少している（特に島根⑧山口⑧広島の諸県において）。

また九州では飼養頭数も増加し，同時に特に鹿児島⑧長

　　　　　　　　　第8表

（註）畜産提要（昭10）

　　第9表の（2）市場開設主体（戦後） （内訳）

＼
昭和2ア

　　31

農　協　組

県1郡岬
449

261

ア34

831

44

1／9

公

営

10

30

家団
畜
商体

10

32

会

杜

個

人

5

5

9

2

そ団
の

他体

19

63

不

明

49

6
　　　　　　　　　　　　　　（註）畜産年鑑（1957版）P－259

和牛生産地におげる家畜市場の変遷　　　　　　　　　　うに，畜産組合の事業を実

＼大正14

昭和27

　　31

鳥取

23

22

21

島根

97

64

55

岡山

66

59

54

広島

92

75
6ア

山口

109

42

43

兵庫

36

32

34

鹿児島1大分1宮剛熊本

13

79

61

65

66

60

47

35

40

69

？

52

長崎

27

？

62

（註）農林省畜産提要各年版から計算豆？は未報告

質的に受げついだ郡畜産農

協（或は郡畜連）又は県経

済連が経営主体として支配

的であり，同時に市町村公

営のものが増加している。

また個人及び会杜捧営のも
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のは著しく減少したのも特徴である。また家畜商団体の

経営する市場（成牛市）は関東⑧東北⑳北障等の各地方

の集散地にかなり設立されてきたことは注目すぺきこと

であろう。次に和牛生産地では郡区域の畜産農協連合会

が開設主体として圧倒的に多い。しかし九州地方特に熊

本県（22団体のうち20），犬分県（／4団体のうち9）で

は郡区域の単位畜産農協が市場開設者となっている地方

　　　　　第10表　地区別開設主体「（昭31）（内訳）

＼1農協公営薔畜扉会杜 個人． その他

団体
不明

東北 268 4 1 一 一
／2 ／

関東 23 6 9 ‘ 一 8 2
北陸 59 3 5 一 i

15 一
東山 53 4 一

6 一 ・

／
て

1
東海 38 一 ’ 1 1 4 1
近数 69 4 8 2 ’ 一 一
中国 233 3 1 一

／
一 一

四国 57 1 ■ 一 一 1 ■
九州 292 5 2 1 一 9 1

2

（註）農林省畜産局調査．（東北には北海道を合む）

が多いのが一つの特徴ということがでぎよう。このよう

な郡畜協は戦前の畜産組合をそのま上引継いだような非

’出資団体で一部の冨農層と畜産技術者及ホ家畜商中心の

ものが多く，近藤康男氏の指摘されたように家畜商にと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）ってrかくれ毒の」的な役割を果しているものが多い。

また家畜商が役員となる場合も多くその経営上組合員数

の過大⑧経営的基礎のぜい弱など種々の問題をもってお

り，形式的には受託販売を行う農協法による団体である

が，実質的には農協系統組織から遊離しており，従って

生産者協同組合としての色彩は薄いとみるべぎであろ

う。

　　雫／1表郡区域の畜産農協あ概況（昭31年度）

ゾ　　　　　組合員役員　総代　　　家畜商開設
ギ出資金（裏蕃）（蟻）（塞蕃）賦課金警嘉確場

　和牛生産地の郡畜連は単位農協を会員とする連合会で

あるが，例えぱ島根県においては出資金或は事業規模も

小さいものが多く，経営管理は必ずしも堅実ではなく昭

和29⑧30年頃の仔牛価格の暴落によって相当の欠損金を

生じ財務状況も余り良好でないものが少なくない。従っ

て市場開設者としてその経営合理化は当然商題となって

ぎている。しかし郡単位畜協に比ぺれぱ，組織的に生産

芦団体としての色彩も強く，また系統農協との関帰も密

接であり，家畜商の支配力も郡畜協よりは弱く，一般に

開設団体としてはより近代的な団体であるといえよう。

その内容は次表（第／2表）のとおりである。現在同県で

は零網規模郡畜連の続合による規模の拡大，さらに一歩

進めて県畜連一本に統合してその支所による市場経営が
　　　　　　　　　　　　　（9）
課題として取り上げられている。

　要するに開設主体に家畜商或は官僚的性格の依然とし

て強いことは，和牛を利用する農業者の利益保護という．

点において多くの問題点を残しているであろう。

　　第12表　郡畜連の概況（島根県昭31年度5連合会）

＼ せり売
会員数 出資金 歩合金 歩合金 固定 流動 欠損金

＼ 枚入総牧入 比率 比率 △

万 万 万

A 34 593．0 340．8 0．56 60．ア 68．8 △568．3

B 19 575．1 288．2 0．35 65．5 81．0 △／／9二0

C 9 2ア．0 180．2 0，92 27．9 63．7 △／9．2

D 31 175，0 3／4．1 0．78 186．2 302．9 △20．1

E 19 21ア．5 177．／ 0．53 42．1 179．7 0．7

△5683
△／／90

△／92

07

熊

本

夫
分
県

A

B

C

D

E

F

　　千
360．0

　非

　非

．非

258，7

13ア0．0

1，150
（10）

4，／81

（150）

3，450
（1／5）

4，000
（50）

2，58ア

3，200

　20
（1）

　30
（10）

　22
（3）

　21

　／6
（3）

　23
（0）

102
（25）

2／8
（5）

／15．0

　千
／3．0

ア0．0

30．0

1

3

3

5

3

3
　　　　　1，ア88
G　非　　　　　　21　　　　　（25）
　　　　　　400　　27H　40．0　　　　　（14）　（3）

10．0　7

／0．0　4

警児1非1淵1・（；罰1腎。円峰竃謝1

　3　豪畜市場の型態と規模

　（ユ）市場の型態

　和牛生産地では一般に県条例等によつて，仔牛ぽ牝は

生後150目以上，牡は／20日以上満一年未満の問に「せり

売」にすることになっているので，必ず一度はせり市に

出場させるが，それ以後は成牛と同様に相対取引によっ

て成牛市場で取引されるのが普通である。従って市場は

一応仔牛せり市場と成牛市場（相対市場）の二形態に分

類し，さらに成牛の相対市場は役牛市，育成牛市（二才

の牡）及び肉牛市等に分げることができキう。．

　次に流通段階と関連させ一応和牛の流通径路を類型的

に産地集荷市場　　地区集申市場一分散（卸売）市場一

終点市場という順序で具体的市場を経由するものとす

れぱ，産地の仔牛せり市場は産地集荷市場（1oca1asse一

＝mb1ing　market）である。地区集中市場（district　conc－

entrat1on　market），分散（卸売）市場（who1esa1e　d1str1－

butmg皿arket凧仔牛⑧成牛の双方について成立する。

終点市場「ter㎜岨a1皿arket）は肉牛の市場である。例え

ぱ尾道市場は地区集申市場，前橘市場は分散市場，屠場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
に直結する京都市場は終点市場ということがでぎよう。
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の他）の価格は安くなっているから価格決定時に登録資

格が要因として相当強く作用しているものということが

でぎよう。しかし個体の体格⑧失格⑧損ちょう等も要因

となり，登録資格のみで価格は決定されない。また小野

氏の調査によると資格の高等な仔牛は無資格牛に比べて

価格変動の割合が小さいことが明らかで，これは特記す

ぺぎである。なお成牛では入場名簿は全くなく取引時に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）（14）
登録資格はほとんど問題にされないようである。

　なお和牛については①失格損ちょ一うなどの隠蔽（毛を

染める等），②偽装（小さい牛を高い所へつなぐ），③

詐欺（産地⑧登録資格を偽ること）によって資格の劣等

なものをごまかして売りつげる不正行為が今なお悪質な

家畜商人によって行われていることは注目すべきことで
　（15）
ある。

　　　　　第15表　仔牛の登録資格別価格
　　　　　　　（昭29．9島根6市場平均）

第／6表産地せり市場の顧客別販売頭数

販　売 顧客による内訳

頭数 家畜商 1農協ト千会杜

島根県協嘉 1ア6 ／29 4ア

＾

鳥取県粘 686 54／ 145 ‘。

島根県島嘉 241 90 ，35 ／／6

トム会杜

＼　＼ 牝 牡
＼

＼
、

㌔

＼

価格指数1平均目令 価格指数1平均日令

日

高資 ／00 2／2 ／00 ／85

高資扱 92 212 92 ／84

登資 86 2／／ 86 ／82

その他 67 21／ 73 ／7ア

　（註）高資価格を100とする指数

　（2）出荷人（売手）

　産地せり市場では前述のとおり一般に生産者が市場に

出荷し，垂り売に附する義務があるが，一般に巾場に牛

をひぎいれて販売する者は成牛では家畜商が特に多く，

最近は農業協同組合による出荷も漸く増加しつつある。

農家個人が直接に出荷して販売することは家畜商の力が

強く，また取引技術が難かしいため極めて困難である。

　しかし成牛の場合は家畜商が農家かち庭先取引によら

て購入した牛を市場にひぎいれて市場内で家畜商同志で

相対取引を行うのが各地の慣例である。最近は農民側が

積極的に袖の下取引の技術を習得して共同出荷を行い家

畜商よりも屡々有利な条件で販売する事例も少なくな

い。岡山県においても「在村馬喰に叩かれた牛を16戸の

農家がトラックで新見市へゆぎ，千屋で5万円と評価さ

れたものを／5万円も高く他国の家畜商に売った」事例
　　　　　　　　（16）
もみられるのである。また筆者の調査によると神戸市近

郊農村，島根県能義郡の一農村では農協で成牛（肉牛）

の協同販売を行っている。

　（3）購　買　顧　客

　生産地の仔牛せり市場の顧客の大部分は家畜商である

が，最近和牛導入諾県の農協による購買も増加してぎ

た。特に有畜農家創弾事業開始以後同資金による購買が

増加してぎた。また最近牡憤及び晶質の劣る牝仔牛の食

肉加工原料としての購買も増加してぎた。第16表による

とこの傾向がうかがわれる。また顧客1人当購買頭数ぼ

特に県外の商人⑧農協の場合は多く（7～16頭平均），

県内顧客は比較的少ない（4～7頭）ようである（昭31

年4月島根県2市場平均）。家畜商の購買の分もハム会

杜に売られるものがあるから食肉加工用の需要は相当大

きいのである。このような食肉加工原料用の需要は肉つ

ぎの悪い山間放牧地の仔牛に対しては比較的需要は少な

い。牡憤の需要増加は牡憤の価格を上昇せしめ牝仔牛と

の価格差を縮少させた大ぎな原因となっている。いま島

根県におげる牝⑧牡の仔牛価格の差をみると第／ア表のと

おりで，28年（平均）には牝（100）に対して牡ぼ47で

あったが，32年8月には193．5となり余り差がなくなって

きたのである。

　　　第／7表　牝を100とした牡の価格指数の変遷

＼＼！・・年1・・年卜・年1・1年i・・年・月

牡
・・．・1・・一・1・・，・い・．アi・・．・

　（註）島根県の各年仔牛平均価格より算出

　なお成牛取引はほとんど家畜商同志の相対取引である

から農家或は農協が顧客として取引する場合は共同取引

を除いて余りないのである。何れにしても仔牛嘘成午と

もに農民が市場へゆぎ直接に購買している場合は極めて

少ないのが現状である。必ず家畜商が伸介的の役割をな

し農民と市場とを隔離させているのである。

　（4）特に家畜商について

　家畜商（いわゆるはくろう）は市場におげる売手及び

買手として和牛の集荷⑧出荷⑬販売⑧購買⑱交換という

流通過程において重要な役割を果している。特に得意先

農家との間に密接な結ぴつぎがあり家畜商は農家の家畜

の売買交換から飼養技術についても指導を行っていゑ地

方が多い、いわゆる固定的な厩先関係はそれであるが最

近は特に畜産先進諸県（例えぱ中国⑧近畿地方）では以

前ほど緊密な緒びつぎはなくなっているようである。特

に農協の共同取引は厩先関係の弛緩を契機として発展し

てぎたものということがでぎようが，家畜取引は特殊な

技術を必要とするために，在村の家畜商を相談役又は農
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協嘱託としている現状である。

　家畜商の素質向上取締については明治以釆種々の法律

規則により規制され，その数も第／8表のとおりで全体的

傾向としては減少しているが，元来牛価の変動に伴って

増減するもので戦後牛価上昇により農村の零紬商人（特

に兼業農家）が増加し，また無届業者も相当存在してい

る実情である。また生産地では第／9表に示すように家畜

商人の数は昭和初期に比べ著しく減少している。また畜

第18表　家畜商数　　　　第19表　家畜商数の減少傾向

の変遷（鋼）　1島根1鳥．取
昭和ろ

　　5
　　／0

　　15

　　25

　　30

ア2．289

65．527

64．58／

47．008

43．748

60，645

大正／2

昭和8
　　25

　　28

　　30

／，899

／，436

　605

　689

　858

7／5

324

399

485．

産局調査（昭和31年）によると家畜商の734％は年間取

引頭数100頭以下の小規模零紬商人であり，400頭以上は

4．1％を占めるに過ぎなぺ・。畜産局調査（昭和28年）に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
よると1人当最高／，800頭，最低13頭である。家畜商に

は集散地⑧消費地の大規模商人もあるが年問取引頭数10

頭以下の兼業農家が極めて多く，また事実上廃業状態に

ありながら届出ていないものも少なくないからその続計

的把握は困難である（生産地では登録数の約6割位の商

人が営業しているものと推定することがでぎる）。

　次に試みに主要和牛生　　第20表和牛生産地の

産県及び使役地帯の家畜　　　　　　家畜商の分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭30．1．3／）
商／人当りの家畜頭数

（牛馬合計）を計算する　　　　　　　　　牛馬頭数

と第20表のとおりで，中　　　　　　　　　家畜商数

国の各県は家畜商／人当

り牛吊頭数が多く，九州

各県は比較的少ない。1

人当り牛馬頭数の少いこ

とは一応取引規模の小さ

いこと即ち零紬規模の商

人の多いことを示す指標

とみることがでぎるか

ら，九州地方特に熊本⑧

鹿児島県に零紬商人が多

いものと推定することが　　（註）畜産提要から計算

でぎよう。このような零綱家畜商は厩先農家との取引に

おいて不公正な取引をして不当な利潤をとっている事も

少なくないということがセきよう。

　家畜商側からの取引合理化の運動としては最近中小企

県名 家畜商数 牛馬頭数

家畜商数

兵庫 2，423 59

鳥取 485 122

島根 858 92

岡山 1，531 80

広島 1，432 92

山口 ／，456 62

福岡 2，660 39．5

佐賀 625 87

長崎 1，850 55

熊本 2，874 54

鹿児島 4，236 45．6

業等協同組合法による家畜商業協同組合が特に関東⑧東

北⑧北陸等の和牛使役⑧導入地帯を中心としてこの2，

3年来各地に県及び郡単位で結成され，市場の開設⑧金

融等を行っていることは注目すぺぎであろう。

　（5）特に系統農業協同組合の流通過程への進出

　市場におげる売手及び買手としての農協の共同販売⑧

購買事業は特に戦後この数年前から盛んになり，各地の

県経済連の肉牛販売⑧全国和牛農協連合会（昭和32年度

より事葉開始）g肉牛出荷その他各地の単位農協の出荷

或は共同購入を挙げるぺきであろう。このような地方の

状勢に応じて全国農協申央会では昭和？8年以未農協畜産

事業整備特別委員会などの組織を設置し，特に昭和30年

全販連は畜産部を設立して以未積極的に和牛の共同販売

に進出してき一た。もちろん生産者団体の市場への進出は，

販売⑧購買面におげる中問商人の排除という意昧で流運

段階数を減少させ，流通経費を低下させている点で合理

化に相当程度は役立っているが，強大な家畜商と食肉商

人の勢力のためその事業活動は活発ではない。

　5．市場の運営
　戦後昭和23年家畜市場法が廃止され，昭和3／年家畜取

引法が施行されるまでは，家畜市場の運営については県

条例（昭和28年現在24府県に制定）が公布され，或は県

農協連の規程によって規制されており，市場開設者はこ

れらの法令によって市場業務規程を作成して市場を運営

していた。家畜取引法施行に伴う市場運営方式の変更に

ついては後述するからここではそれまでの旧市場業務規

程による運営の実態についてのぺてみたい。

　市場業務規程の内容は，取引家畜ρ種類⑧取引期目⑧

業務運営及び執行方法手続⑧料金手数料の種類徴牧方

法⑧取引方法手続⑧違約者処分方法⑧飼養管理及びその

負担区分等に関する事項で，取引合理化のために市場運

営方法を規定しているのである。しかし現実にはこのよ

うな規程がどの程度まで確実に履行されているかに？い

ては地域的にかなり異なっており問題が多い。

　（1）運営　機　関

　市場開設者は市場運営のために所属職員，せり人のほ

かに運営委員⑧世話係⑧家畜代金立替運用委員等をおい

て市場取引事務を円滑ならしめている。運営委員は畜連

側及ひ家畜商側の双方或はその何れかにより構成されて

おり「地域によって異なるが），家畜商が支配的である

場合が多い。なお成牛市場においては郡畜連が開設者で

ある場合でも事実上は郡家畜商組合に委任して運営させ

ている地方も中国地方では少なくない。従って家畜商が

実質的に運営しているこのような場合，果してどこまで

取引が業務規定に従って合理的に行われているかどうか

疑問であろう。このように家畜商が市場経営を支配して
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いることは，農民を市場（取引）から遠ざげる結果とな　　をたてて運営している。即ち山県郡八重市場3目，高田

り農民の利益保護は不十分になるのである。　　　　　　郡甲立市場4日，双三郡十日市市場5日，双三郡三良坂

　（2）開設期日と回数　　　　　　　　　　　　　　　市場6日，甲奴郡上下市場7日，沼隈郡松永市場8日，

　消費地の常謬肉牛市場は殆んど毎日開設されている　　双三郡東城市場11目，比婆郡庄原市場／2目，同西域市場

が，集散地及び生産地農村の市場は年問に一定の月を定　　12日のように継続して開設する機構になっている。

め，さらにその月のうち何目かを市日としているのが普　　　また集散地市場である尾道市場と四国⑧中国⑧近畿⑧

通である。例えば集散地の尾道市場は殆んど毎日開場し　　九州の各県の他市場との市日の連絡調整も，すぺて尾道

．ているが，毎月「9⑧／0紬／／日」，［9⑧20紬2／日」，　　市場を基準としてうまく行われている。例えぱ鹿児島県

　　　　　　　　　　　　　　　第2／表　　開催日数（回数）別市場数（昭31）　　　（農林省畜産局）

1日 2～34～1／ （前竃）席薔） （青諸）鵬滴謂詔磧窟詣謂撤望 150日
以上

不明1合計

全国 224 315 4／2 ／／／（59）　39（30） ／／4（／10）6（6）4（4）26（26） 5（5） 10
84　／・350　　　（240）

兵　庫 5 14 1 ／ 10（9） 3（3） ／ 34（12）

島取 15 ／ ／ 5（3） 2（2） ／（／） 2／（6）

島根 2 26 ／9 6（5） 1（／） ／（／） 55（7）

岡　山 5
／6 20 4（3） 2（2） 4（4） 2（2） 1 54（11）

広島 2 14 24 10（9） ／（／） 5（5） ／（／）

7 67（16）

山　口 6 3 4 12（2） 3（3） 13（／31 ／（1） ／ 43（／9）

長　崎 2 17 ／8 3（3） 4（4） ／2（12） 1（1） 2（2） 3 62（22）

熊本 4 6 22 5 ／5 52

鹿児島 2
／2 ／8 8（3） 6（4） 11（11） 1（1） 3 6／（19）

（註）（）は毎月定期の目にそれぞれのらんの回数だげ毎月開催する市場数で，それぞれの内数

「29⑧30笛3佃」を大市日と定めているので取引の大部

分は大市日に集中している現状である。また産地せり市

は年間毎月1回開設のもの，或は年間数回にまとめ開設

する方式などがある。い音開設目数別に市場を分類する

と第21表のとおりであって市場数の40％は年問開催日数

3目以下の小市場である。また全市場数の約ア割は年間

11日以下で月／回にも達していない。従って毎月／回以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
上開設するのは約3割に過ぎないのである。

　次に出場頭数と開催日数について，島根県の家畜市場

の現状を述ぺると，昭和31年3月現在14郡畜連（内郡畜

協／）が5アの市場を開設している。そのうち年間毎月／

回仔牛せり市を開設し，出場頭数も平均毎月200頭内外

に達するや⊥規模の大ぎな市場は僅か5・6ケ所である

に過ぎない。また31市場は開設回数年間6■回以下で出場

頭数も毎回40～50頭以下の小規模市場である。この数年

未同県ではこのような零細市場は漸次整理されつつあ

る。なお鳥取県は市場開設を年間数回に’まとめ一回当り

の出場頭数を多くするような開設方針を採用している。

従って／回の出場頭数ぽ非常に多くなっている。

　元来市場開設日は他市場との関係を考慮して定められ

ているが，特に中国⑧四国の産地せり市場では各地の市

場相互の間に連絡市場を指定し，購買者が県内特定の各

市場を順次にまわり仔牛を購買しうるよう市場開設日を

調整している。例えぱ広島県では昭和28年からこの制度

市場から輸送期間を合めて尾道市場の開設日の前日に到

着するようにその市日を調整している。また岡崎⑤倉敷

市場へは尾道市場で購買1してから出荷して輸送日を含め

て岡崎（倉敷）市場の前日までに到着しうるように運営
　　　（19）
Lている。

　このようにして和牛の流通範囲の拡大とともに市場開

設日も他県市場（特に成牛では集散地市場）との関連の

下に定められ，市場経営の合理化と価格形成の合理化が

図られているのである。

　（3）売買手数料及び市場入場料

　市場開設者は市場運営のため手数料と入場料（成牛の

み）を市場利用者（主に販売者，生産者側）から徴牧し

ている。

　特に仔牛売買手数料（俗に覆せり売歩合金）はその性

質は農協受託販売手数料であって，その料率はせり価格

の／00分の4或は5が和牛生産地の通例であるが，販売

Lない場合でも生産農家から徴枚している点公課的な性

格をもっている。特に多くの生産県では仔牛は強制出場

させるのであるから開設者にとって最も確実な財源であ

る。既述第12表をみても郡畜連牧入中で相当大ぎなウェ

イト（8．9割から5割位）を占めているのである。

　なお仔牛手数料率を地区別にみると鳥取⑧島根⑧岡山

山口⑧広島⑧佐賀幼大分⑧鹿児島等の諸県は県内で続一

されており，各郡とも同率であるが，その他の諾県では
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必ずしも県内同率ではない。なお徴牧方法は生産者（売

手）側から全額徴牧している地方が多いが，九州地方で

は売手⑧買手の双方から徴牧している例が多い。例え嘩

鹿児島県は売手から100分の3，買手から100分の2計

／00分の5，大分県では売手⑧買手の双方から／00分の3’

ずつ計／00分の6，佐賀県ぱ売手⑧買手双方から100分の

5ずつ計100分の10という此率となっている。

　次に各地の成牛市場では市場入場料と売買手数料の双

方を徴牧する規定であるが，市場運営は前述のとおり家

畜商に支配されており市場開設者の統制力が弱いため，

その系附率は極めて低いのが現状である。売買手数料は

定額制⑱定率制の双方があるが，何れも売買双方から徴

牧している場合が比較的多い。1頭当り金額では200円

～500円，比率は100分の2，或は3位が多い。また同一

県内でも続一されていない場合が多いようである。

　次に入場料は一般に市場開設者の続制力が弱く家畜商

の勢力の強い地方では低く（20～50円位）定められ，し

かもその納付率も低い傾向にある。これに反し家畜商勢

力が弱く，開設者の強力な地方では入場料も高く（100

円以上），また納付率は比較的高いのが中国地方におげ

る実情である。

　なお成牛市場の入場料⑧手数料の納付率の低いことは

次の事例によっても知ることができよう。昭和29年2月一

の島根県のI成牛市場では入場牛の3分の1が入場料を

納付している。売買手数料の納付率は更に低く，取引成

立頭数（推定）の4分の1以下であるといわれている。

しかし袖の下取引であるからはたして真実の取引価格に

従って規定通り手数料が納けされたかどうか疑問であ

る。

　6．取　引　方　法

　家畜取引法が制定される以前ぽ，各地方の市場条例及

び開設主体の市場業務規程等によって「せり」売買，相

対売買及び交換の三方法が認められていた。

　先ず仔牛は中国の生産地帯では一般に県条例等によつ

て「せり売買」されることになっており相対取引は許さ

れていない。しかし県条例の制定されていない地方特に

生産頭数の少ない地方では必ずしも「せり」によらず相

対取引或は厩先取引によって売買が行われている場合も

往々認められる。例えぱ群馬県では昭和2ア年中生産の仔

牛の5分の4は魔先取引であり，市場出場は筐か5分の

1（800頭）位であったという。（なお同県では県経済連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
の臨時市場規程によって規制されているのである）。成

牛では後述するように相対売買が一般的形態であること

はいうまでもない。

　（1）せり取引
　仔牛のせり取引は明治申期以後普及してぎた取引方法

で・仔牛のように評価が比較的簡単な商品について行わ

れている。

　せり売買は競争売買の一型式であって値段を口答で競

争させる方法であ乱せり上げとせり下げの二方法があ

るが，家畜冗買ではせり上げの方法によっているのが一

般である。せり市場では最初に値をつけ或はせりを導く

いわゆるせり人（せり親）は価格の決定上相当大ぎな役

割をしめているので次にせり人についてのぺてみよう。

　①　せ　　り　　人

　せり人は従未から取引に熟達した家畜商がなる場合が

多い。小野氏の申国地方におげるせり人についての調査

によると第22表のとおりで，また筆者の調査によっても

島根⑧岡山及び広島
　　　　　　　　　　　第22表　せり人の内訳（％）
の諸県では大部分が

家畜商であるが，鳥

取県ではほとんど家

畜商を排除してお．

り，農協職員⑱技術

者或は農家出身者で

ある場合が多い。一

般に市場開設地域の

在村家畜商がせり人　　（註）小野氏調査　文献刎より
　　　　　　　　　　　　　引用
になる場合にはせり

行為は必ずしも公正に行われないので，和牛飼養地帯の

各県ではせり人の素質向上について何等かの対策をたて

ている状況である。

　和牛飼養地帯ではせり人の素質向上のため，先ずせり

人から家畜商を排除すること，或は県畜連指定の巡回せ

り人制度をつくること等の方策を実施している。例えば

鳥取県では家畜商でない専業の巡回せり人を指定して各

市場のせりを行やせている。これに反して島根⑧鹿児

島の巡回せり人は県内の家畜商の内からせり技術及ひ人

格について審査をして優良な家畜商を選び嘱託せり人と

して指定し，原則として自己の厩先農家のある町村を除

いた地方の市場に巡回させている。しかし巡回せりの所．

要経費は市場開設者の負担であるから小市場の散在し交

通不便な地方では巡回制度を全市場に採用することは開

設者の経費の点から難かしい。従って各市場毎に依然と

して土地の家畜商がせり人となっているのが実態であ

る。

　せり人が取引技術に長じた家畜商であることは取引能

率を向上させるためには一般に好都合であるが，問題は

せり価格に及ぼす影響にあるのである。

　先ずせり人はでぎるだけ高値にかつ公正にせりを行う

義務をもっているが，往々「せり」に操作を加え或は買

手の家畜商と談合して不当に低くせり落す場合もみられ

劉家畜商 その他

鳥取 5 25．0 75．0

島根 8 94．4 5．6

岡山 8 92．9 ア．1

広島 8 86．7 13．3

山口 6 8．3 91．ア

兵庫 10 31．8 68．2
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る・即ちせり人は彼の操作によって特定の買手に仔午を

せり落すことを可能ならしめるし，また自己の厩先生産

の仔牛を高くせり上げて売らせて厩先農家から謝礼金を

受取る場合も少なくない。何れにしても多数の委託者を

代表して一人の売手としてせり市に立つせり人が買手と

利害を共通にする家畜商であってはせりの公正は保ち難

く，従って生産農家の利益は保護されないということが
　　　（21）
でぎよう。

　②せり・市の運営
　せり取引においては，普通せり開始後しぱらくの問は

価格が低く，せりが活況を呈するに従って高値を示しそ

の後はまた低落する傾向があるといわれている。従って

出場順序の最初と最後特に終り頃には価格が不利になる

からせり順序を定めることは運営上重要な点とされてい

る。そこで最近は一般に「くじ」をひいて最初のせりを

行う牛を決定している。しかし地方によっては市場開設

者が一方的に決定し，上層農家或は一部の在村家畜商に

有利なようにせり順位を定めている場合もある‘ようであ

る。せり人も開始直後は余りせり技術のうまくない者が

行い1せりが活況を呈するに従って熟練した名人と交替

するのが通例である。例えぱ島根県N市場の例をあげる

と32年4月のせり市（入場頭数260頭）において，せり

開始後40分後（32頭せり後）に熟練したせり人と交替し

ている。

　なおせり順位による価格の騰落現象は小野氏及び筆者

の調査によると余り顕著とは云えないが，一応「申高」

の現象とみるべき価格の上昇傾向は認められるようであ‘

る。また筆者の調査によるとせり初めには，それ程低下

するとは認あられない二しかしせり終了に近くなると価

格が下るのは既に購買予定頭数を終了したことによる需

要の減少によるものと見るべきであろう。従ってせり順

位が早いものはそれ程不利ではないが，後になる程，特

にタ方近くになると明らかに価格が不利になることは確

実である。

　③　せ　り　技　術

　せり人の技術は取引能率（取引頭数）と価格に大ぎな

影響を及ぼすものであるが，その技術の程度を測定する

ことは襲佳1かしいo

　せり価格の成立の過程はせり人（或は顧客の場合もあ

る）が，敷値をたてて一定時閲（50秒～／分半位）せり．

上げてからせり落し，価格が決定されるという過程をた

どるが，せり人の敷値の立て方が価格を左右するもので

ある。いま前言己市場におげるせり開始後40分間32頭の取

引におげる敷値とせり落し価格との差（せり値の巾）を

みると第23表のとおりであって／頭平均の値巾は5，3／8

円である。値巾は当目の入場頭数を考え，せり人のせり

技術によって操作することが

可能である。

　成牛については従来からせ

り取引はほとんど実施されて

いない。筆者の調査によると

生産地市場において仔牛と兼

営的に行われる此較的小規模

の成牛市では従釆からせり取

引を行っている事例もある。

また京都府では昭和30年3月

第23表　せり値の巾

　　（昭32．4市場）

1，000円未満

2，000～3．000

3，000～5．000

5，000一）7．000

7，000～9．000

9，000円以上

頭数

1
6
7
12

2
4

から成牛のせり取引を行うことを府の指導方針として決

定したが多くの反対があり，一二の市場を除いて怯実施

すること極めて困難であった。

　（2）相対取引
成牛については従来から柏対取引（普通取引或は袖の

下売買）という伝統的な取引方法が行われている。

　即ち袖の下取引では取引の相手方に値段を示す方法と

して（1）袖の内において指を握って示す方法，（2）単に指を

屈し或は伸ぱして相手方にみせる方法，13）特殊な符ちょ

うを以て表わす方法，（4）普通の言葉で話す方法等がある

が，袖の内で指を握って示す方法が最も多く用いられて

おり，他の方法はそれを補う補助的方法として用いられ

る。そして取引が成立すると拍手するという慣行になっ
　　（22）
ている。

　相対取引では取引の技術に熟練を要し，また取引価格

は当事者以外には全く知ることができ一ず，従って不明確

であるから不正取引の発生する余地が多い。農民自体が

袖の下取引の技術を完全に習得することは難かLい。農

民が市場で取引を行うことがでぎないのもこの取引方法

が障碍となるからであ乱その反面取引上せり売のよう

に取引に時間を要しないから取引を迅速に行うことがで

ぎる。そこで取引頭数の多い集散地市場では取引法施行

後の現在でも依然として法律に違反してこの方法で取引

を行っている現状である。

　相対取引の場合は市場開設者は結局家畜商同志のため

に取引の場所を提供するのみであり，その取引価格を正

しく把握することもできないから手数料徴牧も不確実で

少なくなり勝ちである。従って公正取引をさせるため市

場を管理統制することはほとんど不可能になるのであ

る。

　（3）代金決済方法

　和牛生産地帯では，市場開設者の定めた家畜市場業務

規程に「せり売において家畜を購買しようとするものは

その購買予定に応じ代金を予納しなげればならない。予

納金に不足を生じた時は追加予納をしなげれば家畜を購

買することがでぎない」（島根県のA郡畜連の規程）と

sokyu
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規定されている。従って予め購買予定（見積）代金を予

納しない者には入場徴章を交付しないことになってい

る。この規定に従って開設者が厳格に予納制を履行すれ

ば代金未納のような生産農家（販売者）に不利益を与え

る問題はほとんど発生しないわけである。

　なおせり売の場合の売却代金は開設者（郡畜連）から

売却者の農協貯金に振替えられて支払われている。

　筆者の中国及び九州の一部における調査によると，生

産地の仔牛せり市場では顧客誘致（販路拡張）．のため

か，或場合には家畜商の勢力に圧迫され，代金予納制度

は余り厳密に履行されていない（また農協購買の分につ

いては予納金をとっていない）。即ち規定通りに全額予

納させる畜連は少なく3団体に過ぎなかった。その他に

ついては，県外の家畜商のみ規定通り予納4，5万円予

納5，最低3万円予納7，同2万円予納2，1万円予納

4，5千円予納1，購買予定金額の2割予納2，同半額

予納1団体（以下略す）で，それぞれ地方によって異な

っている。一般に代金支払の確実な大家畜商からは予納

金を厳絡にとらず，中小の家畜商からは厳格にとる方針

の地方が多いようである。

　島根県N市場の昭和31年4月市場の予納状況をみると

取引額462万ア，500円で予納金28／万3，000円であった。そ

のうち購買を行わず返却したもの／18万円下あるから，I

予納額は購買額の35．3％であるに過ぎない。

　昭和24～5年頃は代金未納の家畜商が和牛生産地で少

なくなかったが，最近は市日に敢引高の平均4～5割は

現金決済されて牟り，残りは大部分2⑧3週以内に決済

されている。従って仔牛の代金決済は以前に比べて問題

はない。しかし予納制の実行により資金に乏しい零紬家

畜商が市場から排除される傾向にあり，農家の売却代金

の回枚は確実に保証され，その利益も保護されるわげで

ある。

　成牛取引の場合は買手の家畜商から売手に直接に支払

■われるわげであるが，支払方法条件は一定せず必ずしも

全額現金で支払われているわげでない。従って家畜商に

販売を委任している農家側の利益は十分に保護されてい

るとはいい難いのである。

　　　　IV　家畜坂引法の制定について

　昭和3／年6月家畜取引法の制定によって，いままで述

ぺてきたような多くの問題点をもつ家畜市場の整備と市

場取引の改善は1一段と促進されてぎたごとは周知あとお

りである。。しかし本法制定以釆特に成牛のせり売に対す

る家畜商の反対運動は極めて強くその施行の猶予（準

備）期間である本年8月29目を過ぎた現在でもその実施

は完全に行われておらず，多くの問題点を内包している

第6号A　（／958）

　　　（23）
のである。

　本法は「家畜市場等におげる公正な家畜取引及び適正

な価格形成を確保するために必要な最少限度の規制並び

に産地家畜市場の再編整備を促進するために必要な措置

を定めることによって，家畜の流通の円滑を図り，もっ

て畜産の振興に寄与すること」（第／条）を目的とする

のである。艮口ち家畜市場を中心とした流通機構の確立を

めざすもので，市場整備及び取引におげる相対売買の禁

止とせり入札による売買等について規定してい乱

　本法は第1章総則，第2章家畜市場についての登録，

第3章家畜市場についての規制，第4章産地家畜市場の

再編整備，第5章雑則，第6章罰則より構成され，外に

同法施行規則を定めてある。以下本法の要点を簡単に説

明しよう。

　て　豪畜市場についての登録

　家畜市場はその所在地の都道府県知事の行う登録を受

げた者でなげれぱ開設し，又は運営してはならないこと

になり，登録は一定の欠格要件を有する者には与えない

ことにした（同法第3条一第5条）。

　即ち市場開設主体に相当な資力と信用のあることを条

件づげたのである。本法により非出資の畜産農協或は連

合会は何れも各地方で出資組合（連合会）に改組され

た。例えぱ島根県K郡畜産農協は資本金71万円の出資農

協に改組された。同時に家畜商が結束して中小企業等協

同組合法による家畜商業協同組合（出資組合）を結成し

て市場を開設しようとするうごきが特に関東⑧東北紬北

＾陸等において活発であり，既に青森鯵宮城馳茨城爾群馬

長野等の諾県において成牛常設市場を開設している。

　2　象蓄市場についての規割

　本法では公正な家斉取引と適正な価格形成を確保する

ため必要最少隈の規制として次の事項が定あられた。

　／1）開設者は，家畜取引の開始前に，家畜の年令⑧性

別その他農林省令で走める事項を，取引終了後には家畜

取引の頭数及び価格を公表するように定められた（同法

第／2条）。

　これらについそは従来から仔牛せり市では大体実施さ

れていた事項であるが，本法ではこれをさらに成牛市で

も実行するように規定したわげである。

　（2）本法において最も重要な点は，価格決定に関して

相対取引が全面的に禁止され，せり売又は入札取引によ

ることになったことである（同法第15条）。

　せり取引は比較的公正な価格決定方法であり，本法施

行前は仔牛についてのみせり取引を行うことが県条例又

は農協の規定で定められていた。成牛については各地で

せり取引が奨励されながら相対取引が行われていた状況

である。また入札法は京都府下の一⑧二の市場で入札箱
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の設置により行われていたに過ぎなかった。然るに本法

第15条においてr家畜市場において行う家畜の売買につ

いては，せり売又は入札の方法によらなげれぱなら1な

い。ただし特殊な資質を有する家畜の売買を行う場合そ

の他せり売又は入札の方法によることが著しく不適当と

認められる場合であって，開設者が農林省令で定める手

続により都道府県知事の許可を受げて業務規程をもっ亡

定めた場合においては，この限りでない」と規定されて

成牛についても相対取引が禁止されるに至ったのであ

る。さらに，せり売又は入札につき一公正な価格が成立す

ることを阻害する目的で，または不正の利益を得る目的

で談合してはならないと規定されたのである（同法第／ア

条）。

　ろ　産地象蓄市場の再編整備

　前述のとおり家畜市場はこの数十年未漸次小規模のも

のが統合され整備されていく傾向にある。生産地島根県

においても現在既に戦前の約半数どなり，小規模市場に

対しては県当局が戦後29年に7市場の閉鉦勧告を行い，

昭和30年には15市場の閉鎖勧告を行い，ここ数年未，年

々開場停止或は廃止統合されており，全市場の3割に及

ぶ零細小規模市場は整苧されつつあったのである。本法

の施行によって，「産地家畜市場の数がその区域内にお

げる家畜の生産状況及び取引状況からみて過当であり，

その区域におげる畜産振興を図るために必要である」場

合には家畜市場再編整備計画をたてて市場の整備を行い

うることになったのである（同法第19条）。いま和牛生

産地の中国⑧九州の各県におげる市場整傭の現状は第24

表のとおりである。
　　　　　　　　　　　　第24表　和牛生産地の家
　地域的に整備計画は
　　　　　　　　　　　　　　　　畜市場整備計画
相当異なっており，例

えぱ鳥取⑧兵庫は既に

整備統合が相当行われ　　　　　　　　　　　　　／9

ているため廃止続合市　　　　　　　　　　　　　40

場は全くない。鹿児

島亀長崎の二県におい　　　　　　　　　　　　　26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34て整備続合市場がほと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／4
んどないのは地理的条

件（離島部の存在）に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
もよるが，その合理的

な整備統合が行われ難　　　　　　　　　　　　　ア6

い事庸の存在すること

を示しているものと考えることがでぎよう。

　（1）島根県におげる市場整備計画

　現在同県では産地せり市場総数55のうち毎回出場頭数

平均100頭未満の市場が20あり，そのうち10は平均50頭

以下の小規模市場である。同県の市場整備統合計画（第

県名 現在数鶴計画数

島根 55 36 ／9

岡山 57 ／7 40

鳥取 21 0 21

山口 36 10 26

兵庫 34 0 34

京都 ／5

1
／4

大分 59 ／8 41

佐賀 15 6 9
長崎 64 5 59

鹿児島 76 0 ア6

25表参照）によると漸次整理して一応29市場とし，昭和

33年度を最終目標とし亡19の中心市場にまとある計画で

ある。また成牛市場は現在20あるが7市場に整理される

計画である。

　4．市場外取引
　仔牛は殆んど市場取引で行われるとしても成牛では依

然として市場開設日に市場外取引が半ぱ公然と行われて

おり，また農家は直接市場　　第25表　島根県市場整

において売買することは従　　　　備計画

来からの取引慣行から技術

的に難かしいので販売買入

を家畜商に委任する場合が

多く，また家畜商との厩先

取引も椙当多くなってい

る。このような取引の場合

に家畜商が詐歎的行為を行

い，例えぱ種付証を偽造

し，産地を偽り或は年令を

偽り資格の劣等なものを高

く売ることが往々あるの

で，本法では家畜取引業者

が売買又は交換若しくは買

入委託の契約で牛馬を業者

以外のものに引渡す時には

年令⑧性別⑧価格その他一

定事項を言己載した書類を作

成し，契約の相手方に交付

させるごとにして農民を保

護しているのである（同法

第28条）。

　5．特に代金決済について

年間出場
予定数

予定回数

松・江 3，400 13

安来
2，800
（800）

11（1／）

横　田 1，100 5
三　成 1，000 6．

大東 2，800 12

三刀屋 ／，500 12

赤名
850

（230）
4（1）

今市
4，1C0

（1，400）
12（36）

大　田
／，800

（2．／001
7（36）

仁摩 ／，400 8
川　本

2，800
（4401

10（10）

出　羽
1，000
（300）

2（2）

浜・田 ／，450 3
益　田

2，／00

（5，500）
6（24）

七日市 ／，000 2
津和野 1，150 3
申　条 400 2
海　士 540 3
黒木 540 3

予定回数

11（1／）

12（36）

7（36）

10（10）

6「24）

（註）（）内は成牛

　本法施行前においてもせり売の場合は売却代金は開設

者から売去膿家の農協貯金に振替えられて支払われてお

り代金決済は一応円滑であったが，成牛においては相対

取引であるから代金決済については開設者は全く関係し

ていなかった。しかし本法施行後第16条によって，「家

畜取引に係る売買代金又は交換差金の決済は当該家畜市

場の業務規程により開設者をへてしなげれぱ志らない」

ことになり，また同法運用方針でも決済事務は「開設者

が自己の名において行い」，「開設者は代金等決済につ

いて購買者に代位して弁済することは必ずしも必要では

ない。代位弁済をしない場合は予納金額と決済額につい．

て絶えず注思を怠ってはならない」と義務づげている。

かくして仔千⑧成牛両者の代幸決済について農家側の利

益が一層保護されるに至ったのである。

　6。特に象畜取引費金対策について
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　家畜流通を能率的に円滑ならしめ，特に市場取引にお

げる現金決済を円滑にして本法制定の効果を高めるため

には，家畜取引資金を確保しなげれぱならないのであ

る。家畜商がせり売による現金取引を好まない理由の一

つは偉等の取引資金の欠乏によるものである。

従来から家畜商の取引資金はその8割までは個人或は高

利貸金融によるもので銀行その他協同組合による金融は

2割位といわれている（全国家畜商協会談）。また農林

省の家畜商の資金調達先に　　第26表　家畜商の資金

関する調査結果は次表のと　　　　調達先

おりであって農協⑧銀行に

よる融資の少ないことを示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　294している。家畜商業協同組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130
合による金融の一例として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　123
は現在岡山県高梁の家畜商
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82
業協同組合（資本金700万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
円・組合員150名・貸出金　　　　　　　　　　1／5

500万円）（昭30年度）であ　　　　　　　　　　236

るが中国⑧九州には他にこ
　　　　　　　　　　　　　（註）調査対象2，410　同
の種の事例は余りないよう　　一人で2ケ所から調達し

である。　　　　　　　　　　たものはそれぞれ計算

　昭和32年6月1ろ目農林省は道府県畜産課長会議におい

て家畜商に対する金融措置の試案を発表した。即ち家畜

商業協同組合が組合員に対してその運転資金の融通を行

うことによって家畜取引の公正円滑を期することを目的

とするもので，その要点は次のとおりである。

①運転資金の融通を行う者は，中小企業等協同組合法

　に基く家畜商業協同組合又は同連合会である。

②　融通対象となる資金は家畜市場においてせり取引に

　より購入した家畜の代金に限る。

③組合は資金の融通を希望する組合員から家畜購入予

　定代金の30％に相当する保証金を徴牧し，当該組合員

　の予定する市場名⑧家畜頭数⑱総金額及び当該組合員

　の住所氏名を記入した証明書を発行する。

④　組合は，その組合と融通資金の運用に関して団体協

　約を締緒した市場開設者が証明する組含員の家畜の購

　入代金について立替払を行う。

⑤　市場開設者は，組合員が市場においてせり落した家

　畜の頭数⑱価額及び当該組合員の氏名について証明す

　る。

⑥立替払の限度は，出資金及び保証金に応じて定める

　ものとする。

⑦　開設者は③に規定する証明書を保管することによっ

　て当市場におげる予納金を免除する措置を講ずる。

⑧組合は③に規定する保証金を当該組合員の立替払の

一部に充当し，立替払金額との差額を当該組合員に対

！員数 ％

目己資金 1，234 29．4
他　の
家畜商

54弓 13．0

農　協 518 12．3

銀　行 345 8．2

金　貸 82 2．0

その他 侶3 1／．5

不　明　　　■ 989 23．6

　する貸付金として処理し一定期問内に組合に返済せし

　めるものとする。

⑨　組合は貸付金の返済を完了しない組合員に対しては

　新たな立替払を行わず，また費け金の返済を怠った組

　合員についでその氏名を公表し権利の停止等の措置を
　1　（24）

　行う。

　．このような家畜商に対する金融対策が実施されれは成

ヰ取引の合理化に大いに役立っものと思われる。本措置

ぽ未だ確定していないが，既に取引資金の顧通を目的と

する家畜商業協同組合は各地に設立されつつある。

　7　象畜蘭の質的向上

　次に本法の運営を円滑にして，家畜取引を合理化する

ためには家畜商の素質向上による流通担当者の近代化⑧

合理化を行わなげれぱならない。

　この問題については昭和32年11月／5日農林省から都道

府県に対し必要な措置をとるように通達している。その

要綱は優良家畜商の選定，免許後の監督の強化，市場業

務規程違反者に対する制裁などに関するものである。

　　　　　V　家畜取引測二おける聞題点

　本法の制定を契機として和牛流通合理化は促進された

のである。しかし本法施行は本年8月29日まで猶予され

’ていたので，現段階ではいまだこの法がどのような効果

をもたらしたかを述ぺることは難かしいから問題点のみ

を簡単に説明してみよう。

　1．市場の整備統合等について

　制度的に比較的改革し易い家畜市場開設主体の経済的

地位の強化は一応非出資組合の出資組合への改組或は郡

畜協から郡畜連への改組，家畜商業協同組合の設立等の

形で進展しつつある。しかし，郡畜産農協を郡畜連に改

組することは地方により相当困難な割青もあり，必ずし

も開設者の近代化が順調に展開しているとはいい難いで

あろう。

　次に市場の整備続合は従来から各地で進行中であった．

ので本法施行によってさらに促進され・竿産地零紬市場．

は漸くその姿を消しつつある。しかし和牛の導入地帯例

えば関東⑧北陸などでは逆に市場（集散市場）が増設さ

れるに至ったのである。例えぱ千葉県などでは従釆家畜

飼養頭数が多いにも拘らず庭先取引が多く，家畜市場は

極めて少なく，市場取引が余り行われていなかったが，

本法施行に伴い市場増設が計画され，県下の5ケ所に郡

家畜商業協同組合経営の市場が開設されることになり，

既に登録を終っている。

　2。特に取引方法の規劃について

　本法により相対取引が全面的に特に成牛についても禁

止されたことは家畜商の最も不満とするところである。
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第15条によって相対取引が禁止され，その猶予期問であ

る8月29目以後は当然せり又は入札取引を行い売買代金

もすべて市場を経由しなげれぱならないのであるが，和

牛生産飼養地帯の中国⑱近畿⑧四国㊧九州の特に集散地

市場開設者と家畜商の根強い反対によって未解決のま∫

になっている。

　既に本法によってせり取引に移行した市場，例えぱ高

梁⑧福知山等g市場においては本法施行前に比して入場

頭数が半減したといわれている。また島根県内の成牛市

場では入場頭数は停滞してほとんど増加していない。何

れにしても取引法施行によって・せり取引を好まない宰

畜商の顧客が減少して市場へ出場しない和牛が生じたこ

とは現段階では否定し得ない事実であろう。

　次に家畜商によるせり取引に対する反対運動の経過に
　　　　　　　　（25）
ついてのべてみよう。

　（1）昭和31年ア，8月近畿⑧中国の家畜商から異議を

申し立て，農林省当局に次のような陳庸を行った。’

　即ち集散地市場において同法第15条を施行することは

次の理由によって不適当であると強調した。

　①　せり⑧入札は取引を混乱におちいらせるおそれが’

ある。その理由は（1）成牛は1時問取引頭数最大40頭で／

日4時間として／60頭がせりの限度である。従って頭数

の多い市場の取引時間がいままで以上にかかる。（2）多数

の家畜が入場した場合せりまたは入札では準備に忙殺さ

れる。（3）また買手が一時にせりまたは入札すると牧拾が

つかない。

　②　せり㊧入札は必ずしも適正な価格決定有法ではな

い。先ず（1）せり場または公示場におい七各個体の歩様⑱

特ちタう⑱疾病⑧口腔などの細密検査は不能である。（2）

取引開始より終了までの問に1万円以上の価格差が生じ

る。（3）大資本による買占めのおそれがある。（4）家畜は個

々それぞれ異なり，また用途などによって価格が異な

る。従って自分の望み通りの家畜が長時問待っても求め

られない場合が生じてくる。

　③　次に市場経費が増加するおそれがある。その理由

としては（1）売買双方とも時間を相当とられるのでこの問

の経費は莫大である。（2）市場経営者側の職員を数倍にし

なげれぱならないし，また時問を要するので取引経費は

増加する。

　④　相対取引は家畜取引の多年の慣行で伝統的であ

る。

　このような陳情をして従来通り相対を認めるぺぎであ

ると主張した。農林省ではこれに対してせり取引の方針

を変更しない方針を明かにしたのである。

　（2）同年9月農林省は各都道府県に対して家畜取引法

第15秦の運用方針を示した。この通達では第15条の但し

書の運用について次のように述べている｛。

　①r特殊な資質を有する家畜」とは高級家畜のように

特定の人でなげれぱ価値もわからず，またその家畜の価

格が一般家畜の流通にほとんど影響のないようなものを

いう。

　②「せり又は入札の方法が不適当と認められた場合」

とは，（1）せりまたは入札の参加者が極めて少い場合，（2）

入場頭数にくらべて市場用地が狭く，せり場を設げるこ

とがでぎず，また入札による方法が時間的場所的に困難

なとぎ／年以内に市場の整備拡充などが確実に認められ

た場合で，壷備拡充するまでの期問開場する場合，（3）せ

り人の確保が困難な場合で確保するまでの／年問以内に

開場する場合である。

　陳情者側の陳情内容はせり⑧入札の根本的な欠点を指

摘するものではなく，それらは何れも市場設備と運営方

法の改善によって克服しうる条件であり，多年の慣習と

相対取引による「うまみ」即ち相当大ぎな商業利潤のな

くなることに対する反対に外ならないと解釈することが

でぎよう。

　（3）然るに施行後満／ケ年に近い昭和32年7月末にな

っても，集散地市場のうち大市場30ケ所においていまだ

に第／5条の但書によって柏対取引を行っているが，農林：

省では8月29日以後は但書の適用をみとめないとして，

それ以後なお旧態然たる市場は開場の停止，登録の取消

または開設者の変更などの強硬措置をとるという態度を

とった。なお同省では第29条の規定により家畜市場への

立入り検査員を10名前後任命することにした。

　（4）これに対し32年7月23日中国⑱四国地区家畜取引

協議会においてラ市場開設者と家畜商側は相対取引ρ存

続を要望したのである。もしそれが不可能ならぱ市場整

備まで例えぱ香川県は3ケ年間第15条の但書の連続延長

を希望した。また尾導市場ではせり方式をとるには出場

頭数が多過ぎるとして，9月からはせりを行うことは困

難であると主張したのである。

　なお尾道市場では4月から我国最初の正札取引を行

い，牛の頭部に価格を明示した票をつげ買手はこの票に

より買いとることにしている。そこでせり取引に移行し

てもせりで売れ残ったものについては正札取引を認めて

もらうことを希望している。

　15）本法施行後満1ケ年を経過した32年9月になって

も，せり取引への移行についてぽ反対が多く，結局中

国⑧近畿の主要成牛市場の大部分は積極的にせりに変更

しようとせず，わずかの頭数について形式的にせり取引

を行い，入場牛の大部分につレ）ては椙対取引を行ってい

るという実情である。

　しかし農林省は（1）猶予期限までにせり方式を実施しな

sokyu

sokyu
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い市場に対しては閉鎖命令を断行する。（2）市場内で違法

取引を行う家畜商は免許取消をする。（3）近畿⑥山陰鱈四

国に本省から監視員を派遣することを定め，監視隊を編

成し，既に現地に派遣している。

　（6）32年11月7日農林省畜産局長は新たに家畜市場の

運営と家畜商に対する行政指導方針を各県に通達した。

即ち取引法第15㊧16条の厳正な運用，市場取引資金の円

滑化及び家畜商の素質向上午関する対策である。そして

もし応じない場合には開場停止など強硬手段を辞さない

という方針をとったのである。一

　　　　　　　　w結　　　　　論

　最後に和牛生産飼養地帯における家畜市場の動向を要

約し問題の所在を示すと次のとおりである。

　（1）明治30年代以釆和牛の需要増加に伴い家畜市場は

整備増設され市場取引頭数は増加してき・た。そして仔牛

は中国⑳九州地方では産地せり市場で取引されるのが原

則となった。しかし成牛では農家と商人との厩先取引が

依然支配的である。特に戦後の家畜市場法廃止以来厩先

取引は著しく増加してぎたといわれている。

　（2）一方家畜市場は零細市場が多いが，特に昭和年代

以後和牛生産地の小市場はむしろ減少しつつある。この

ことは生産地市場の統合整理による取引合理化が進行し

ていることを示している。しかし申国に比ぺれぱ九州に

零紬市場が多いというこ二とができよう。逆に和牛導入県

の集散地では成牛市場が増加してきている。

　（3）市場開設者は戦前の畜産組合に代って現在は畜産

農協が大部分である。生産地では郡畜連型と郡畜協型が

あるが，特に郡区域の単位蓄協は郡畜連に比ぺて家畜商

との結びつきが強く，またいわゆる和牛の後進地である

九州特に熊本紬大分⑧宮崎の諸県に多い。申国地方はほ

とんど郡畜連型である。何れにしても両者（特に郡畜

協）の経済的基礎の弱さ，家畜商との結びつぎ，経営財

務の放漫，市場運営の非近代性は最近各地で問題となり

その統合整備による近代化が問題となってぎている。

　（4）市場の売手⑳買手は，仔牛せり市場は一応別とし

て，依然として家畜商が圧倒的勢力をもっており，しか

も彼等の大部分が前近代的商人である点に特色がある。

農民直接或は系続農協の共同取引方式による市場への進

出は最近漸く盛になってきたとはいえ，その流通担当者

としての地位は低く今後の活動が要望されている。

　（5）市場取引の方法については，仔牛のせり売買は明

治30年代より現在に及び現在主要和牛生産地ではほとん

どせり取引であるが，成牛では伝続的な袖の下取引牟依

然として行われている。袖の下取引は家畜商には都合の

よい方法であるが，農業者の市場進出をさまたげる取引

技術上の要因となっている。またこの方法では価格決定

が公正に行われないことも多いので，市場における合理

的価格決定方法については今後の問題点であろう。

　（6）昭和3／年6月家畜取引法の公布により市場運営と

取引方法の近代化が促進されたのである。本法の諸規程

のなかで特に問題となったのは袖の下取引を禁止してせ

り取引に移行させることであるが，同法施行の猶予期隈

の昭和32年8月末を過ぎた現在でも中国⑧九州ρ家畜商

及び市場開設者の反対によりいまだに実施されていな

い。特に集散地大市場は袖の下取引を行っている現状で

ある。袖の下取引を禁止し難いのは，本質的には家畜商

勢力の強さによるものであろうが，流通技術的には市場

設備の不十分，代金決済方法事和牛の価格決定の困難さ

によるものであろう。

　（7）また本法施行を機会として関東戯北陸⑧東北等の

和牛導入地帯に家畜商業協同組合が設立され集散地市場

の開設整備強化が行われることになったが，このことは

家畜商人側による取引合理化の施策の進行を示し，家畜

商の流通担当者としての地位の強化を示しているものと

いえよう。

　要するに新取引法による市場取引の合理化は法制定の

目的通りに発展せず，和牛流通機構は依然停滞している

1のである。

　和牛はこの数十年未肉畜及び役畜とLての需要の増加

に伴い流通量は増加し，また流通範囲も全国的地域に拡

犬したから，一応流通合理化の前提条件はそろい，また

合理化の方向をたどってきた。しかし何故に合理化は実

質的にすすまず，その流通機構が停滞しているかという

と結局流通合理化をはぱむ前近代的家畜商組織をして依

然として存続させている日本農業におげる和牛の生産飼

養の社会経済構造にふれなげれぱならないであろう。

　先ず第一に和牛飼養農家は中小農家でその経済力の薄

弱さは家畜商人のいうままに厩先取引による販売交換い

わぱ窮迫販売を行わしめるのである。そして家畜代金決

済を中心とする貸借関係のほかに地主小作関係に似た杜

会結合をも生ぜしめるに至るのである。このような関係

は当然農民の直接に市場へ進出することをさまたげ，ま

た系統農協による共同取引の発達をも困難ならしめるの

である。

　次に和牛は生産⑧育成⑳使後⑱肥育等数次の段階をへ

て中小農家に飼育⑳生産され，その問を流通するから生

産量及び各流通段階におげる個々の取引量は少量でしか

も分散している。そこで零紬家畜商人が農家と接触して

集荷分散機嘩をはたすことになり非合理的厩先取引を行

わしめるのである。

　第三に和牛は主に役畜兼糞畜として扱われており．，農
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業者の和牛飼養の経済性に対する関心はうすく；従って

市場知識も十分でないから，その売買は当然家畜商に支

配される結果となる。

　第四に和牛の生産は季節性が強く，一またその各飼育段

階め和牛の需要⑧供給面においても季節性が強いから，

従って仔牛勧成牛⑧肉牛ともに価格の季節変動は著し

い。加うるに価格の地域差もかなり認められる。このよ

うな和牛の需給構造は当然前近代的商人商業である家畜

商の活動の基盤を提供することになる。

　要するに家畜取引法制定の所期の目的をはたすには，

まず和牛生産飼養構造を合理化し，飼養農家の和牛の経

済性に対する自覚及びその市場知識の向上をはかり，進

んで家畜商人との間の前近代的結合を断ち切ることによ

っセ合理的な取引を行わしめることが必要であろう。そ

のため系続農協による和牛導入資金g貸付及び営農指導

と密接に結びついた共同取引を発展させるぺぎであろ

う。このようにして農村家畜商のいわぱ前近代的取引を

排除するとともに、系続農協組織による生産から食肉消

費への流通径路を確保発展させるぺぎであろう。ただ家

畜商組織については，現段階では一応その前近代的色彩

を除去して近代的合理的な商業組織にまで高めるζとが

必要であろう。（1957．／2．1）
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